
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

12月 22日（水）に行われたさくらっ子マーケットでは、いろいろな学年のお店を回って、ペット

ボトルキャップを使ったお買い物を楽しみました。たくさんのお兄さん、お姉さんと関わることがで

き、『なかよし』がまた増えた 1日でした。 

 

 
11 月 26 日（金）に行いました。生活科の「あそんで ためして くふうして」の学習で

身の回りのものを使ってできる遊びを考え、おうちの人たちに紹介して楽しんでもらおうと
工夫しました。当日は、多くの方々に来ていただき、自分たちが考えた遊びやおもちゃで遊
んでもらうことで、大いに楽しませることができました。 

 
 
 

 

 

１１月2９日（月）と３０日（火）にオリンピック・パラリンピック教育の１つとして、横浜ゆるスポーツ協会
の方に来ていただき、「ゆるスポーツ体験」を行いました。「ゆるスポーツ」とは、年齢・性別・運動神経にかかわ
らず、誰でも楽しめる、「世界ゆるスポーツ協会」が進める新しいタイプのスポーツです。子どもたちは事前に自分
達で調べ学習をして、当日を迎えました。当日は、「トライトレイン」や「バルーンボール」を体験したり、自分達
でオリジナルのゆるスポーツを作ったりして、ゆるスポーツをするだけでなく、さらにどのような工夫をすると、
より誰もが楽しめるかを考えることにより、共生社会について学ぶことができました。

 

 

・「トントンずもう」のようなあそびを考えま

した。おうちの人たちを楽しませられたと思

います。おきゃくさんがよろこんでくれて、

とてもうれしかったです。 

・あそび方のせつ明をがんばりました。おうち

の人たちから「よくできているね」と言われ

て、やってよかったなと思いました。 

・ぼくが一番がんばったことは、お家の人にう

らない点数ゲームのわからないところを教

えてあげたことです。学しゅうはっぴょう会

は、楽しかったです。 

・すごくいっぱいしょうひんがありました。 

バディのおみせでかいものができてうれ 

しかったです。 

・ルールをまもって、たのしくかつどうでき 

ました。ともだちとなかよくつながれま 

した。 

・らいねん、なにをうろうかわくわくしてい 

ます。２ねんせいになったら、らいねんの 

１ねんせいによろこんでもらえるしょう 

ひんを出したいです。 

 

 

私は運動が苦手です。でも、ゆるスポーツはだ

れもが楽しめるスポーツなので、運動が苦手な私

もとても楽しめました。また、ゆるスポーツは人

とつながることができるスポーツだなと思いま

した。そして、どんな工夫をすれば、もっとたく

さんの人が楽しむことができるかを話し合った

り、協力して体を動かしたりすることができるス

ポーツです。これから、たくさんの人にゆるスポ

ーツのことを知ってほしいです。 



１２月１日（水）～３日（金）、桜岡小学校で募金活動を行 

いました。地域をよりよくするために、活動の宣伝のためのポ 

スターや感謝のお手紙、バッチ、旗などを作りました。さくら 

っ子みんなの気持ちがこもった募金は、港南区の募金活動を運 

営している社会福祉協議会へ届けてきました。 

１１月２６日（金）港南公会堂で GIGA アンサンブルコンテストが下野庭小学校 

５年生３クラスと合同で開催されました。 

GIGA は Global and Innovation Gateway for All の略で、「すべての子供が 

個々の適正にあわせて国際舞台と革新的創造の扉を開けられる環境を」という 

意味が込められています。 

公益財団法人かけはし芸術文化振興財団主催で、『きみたちの音楽でまちの未来を 

描こう！』というテーマに沿い、 タブレット端末を使ってアンサンブルをしました。 

クラスごとにメロディーや歌詞を一から話し合って、当日を迎えました。本格的な 

照明や音響のなかで演奏し、貴重な経験となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・赤い羽根共同募金の学習を通して、自分たちの地域のことをよく考えることが

できました。これからも地域の輪がつながっていくといいな、と思いました。 

・活動をするようになってから、周りの人をよく見るようになりました。自分が

できることはないかな、協力をしていきないな、という思いが強くなりました。 

・赤い羽根共同募金のことを調べ始めると、どんどん共同募金のことを知ること

ができ、興味を強くもちました。調べる学習をすることで、「調べたい」という

思いがふくらみ、他の授業でもいろんなことに興味をもつようになり、自分で

調べていくようになりました。 

・何度練習しても上手くいかなかったけれど、一緒に練習してくれた友達がいた
からすごく勇気がもらえました。本番のステージでは、思いっきり全力で楽し
むことができました。 

・アンサンブルは、どれだけみんなと輪がつなげられるかだと思うから、みんな
と輪がつながったから嬉しかったです。 

・GIGA アンサンブルコンテストを通して、みんなとつながる力や、互いのため
に行動する力をよく学んだと思います。それをいつ生かすのかということが大
事だと思っています。 

・「ここをどうしたい。」とアイディアを出し合ったから成功したんだと思います。 
 

・足尾銅山では、本当に木がなくなっていたことに驚き、被害の深さを感

じました。植樹をすることで、木が復活するのに貢献できたような気が

して嬉しかったです。二度と同じようなことが起こらないといいです。 

・日光東照宮は、想像を超える迫力がありました。動物の絵が刻まれた建

物、長い階段、家康の墓、金ピカの陽明門など、日光が日本の大都市に

なってもいいほどの魅力をこの三日間でたくさん見つけられました。 

・自然や歴史を感じた三日間でした。友達と体験したり部屋で楽しく遊ん

だりして、日光に行く前よりも友達との絆を深めることができました。 

・華厳の滝や湯滝、竜頭の滝など、滝をあまり見る機会がなかったので、

その迫力にびっくりしました。日光の自然の偉大さを知ることができ

たと思います。 

 

１１月２１日（日）～２３日（火）の３

日間、日光宿泊体験学習に行きました。日

光の大自然の中で、「自然や歴史を感じよ

う。心を一つに協力しよう。友情をさらに

深めよう。日光でも Fly to the SKY!」に

向かって、一人一人が様々な場面で自分

の役割をしっかり務めることができまし

た。日光東照宮や、華厳の滝など、歴史と

自然を肌に感じることができました。 


